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論文内容の要旨

〔目的〕

臓器特異的自己免疫疾患であるバセドウ病及び橋本病にわける免疫異常に関する検索は司種々の検

査技術の研究発達によって急速に進歩して来ている。従来バセドウ病では甲状腺刺激性自己抗体が司

また-方橋本病では細胞障害性自己抗体が司それぞれの甲状腺機能異常と関連づけて検索されて来て

いる。しかしーこれら自己抗体産生に関与する細胞性免疫異常も含めた免疫監視機構の詳細について

はほとんど明らかにされていなし '0 例えばこれら両疾患における末梢T 及びB リンパ球に関して現在

までにいくつかの報告がみられるが，尚一致した結論が得られていな Po~方K リンパ球は IgG の Fc

を介して標的細胞を破壊する細胞であり， Anti body-Dependent Ce ll-Mediated Cytotoxic i ty{ AD 

CC) をぷす。従ってその機能から考えて，自己抗体の存在する自己免疫性甲状腺疾患では‘組織障害

因子のひとつとして垂要ではないかと推定されている。そこで本研究ではパセドウ病及び橋本病にお

ける末梢T 司 B 及びK リンパ球を測定し司その他の臨床所見との関連を検討した。

〔方法ならび、に成績〕

方法:パセドウ病 115 例，橋本病88例及び健常人50例を対象とした。まず司パセドウ病は以下の 4 群

に分けて検索した。即ち①未治療群，②抗甲状腺剤治療中で甲状腺機能充進群司③抗甲状腺剤治療中

で甲状腺機能正常群句④寛解群である。また橋本病は以下の 2 群に分けて検索した。即ち⑤甲状腺機

能が 3 ヶ月以上一定に保たれている庁安定期庁橋本病、⑥か破壊性甲状腺中毒症庁から急速に甲状腺

機能低下症へと移行するか活動期N 橋本病である。 T ， B 及びK リンパ球の同定は、へパリン添加末

梢血から比垂遠沈法により分離した単核球分画またはリンパ球分画を用いてそれぞれ E ロゼット，
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EAC ロゼット及び ADCC プラーク形成を指標にマイクロプレート法で行なった。単核球分画に混入

した単球はペルオキシダーゼ染色で同定し， リンパ球比率の補正を行なった。末梢リンパ球絶対数は

コールターカウンターによる白血球数とリンパ球百分率より算出した。

成績: (1)末梢リンパ球絶対数は未治療パセドウ病(①群)及び M 活動期庁橋本病(⑥群)にわいて

健常人に比し有意の高値を認めた。他のパセドウ病(②，③，④群)及び H安定期庁橋本病(⑤群)

においては有意差を認めなかった。

(2JT 及びB リンパ球は，甲状腺機能尤進状態のバセドウ病(①司②群)及び庁活動期庁橋本病(⑥群)

において T リンパ球百分率の有意の低値， B リンパ球百分率の有意の高値を認め‘またその絶対数に

関して， B リンパ球の著しい高値を認めた。一方甲状腺機能正常のパセドウ病(②‘④群)及び /f 安

定期H 橋本病 5 ⑤群)においては T 及びB リンパ球の百分率及び絶対数は健常人との聞に有意差を認

めなかった。

(3)甲状腺機能と T 及びB リンパ球との関係については，未治療バセドウ病(①群)において血中甲状

腺ホルモン値は T リンパ球百分率と有意、の逆相関々係を司また B リンパ球百分率と有意の正相関々係

をぷした口しかし甲状腺マイクロゾーム抗体価，サイログロプリン抗体価司甲状腺腫大度、眼球突出

度と末梢T 及びB リンパ球との聞には有意の相関々係を認めなかった。

(4)末梢 K リンパ球百分率及び絶対数に関しでは甲状腺機能允進状態にあるパセドウ病(①句②群)で

健常人に比し有意の低値をーまた"活動期庁橋本病(⑥群)にむいて有意の高値を認めた。甲状腺

機能正常のバセドウ病(③，ー活宇)及びか安定期庁橋本病(⑤群)にわいては有意差を認めなかった。

(5)甲状腺機能と K リンパ球との関係については‘未治療のパセドウ病及び橋本病(⑨十⑤群)に和い

て血中甲状腺ホルモン値は K リンパ球百分率及び絶対数と有意の逆相関々係をノj\した。しかし甲状腺

マイクロゾーム抗体価，サイログロプリン抗体価ー甲状腺腫大度句眼球突出度と K リンパ球との聞に

は有意の相関々係を認めなかった。

(総括〕

自己免疫性甲状腺疾患にむいて末梢 T ， B 及びK リンパ球を測定し司他の臨床所見との関連を検討

した。

(1) 勺舌動期庁のパセドウ病及び橋本病にわいては， B リンパ球を主体とした末梢リンパ球絶対数の著

しい増加を認めた。また未治療パセドウ病にむいでは B リンパ球百分率と血中甲状腺ホルモン値との

聞に正相関々係を認めた口これら末梢B リンパ球の増加が甲状腺機能状態の全〈異なるパセドウ病及

び橋本病両疾患の H活動期庁に認められることから考え，甲状腺機能の変化に伴う二次的変化という

止りはむしろ細胞性免疫異常を反映した一次的な変化である可能性が強いと思われる。

(2)末梢K リンパ球は甲状腺機能充進状態にあるバセドウ病において低値であり"活動期H 橋本病に

むいては高値であった。さらに未治療パセドウ病及び橋本病において K リンパ球と血中甲状腺ホルモ

ン値との聞に逆相関々係が認められた口以上の結果から K リンパ球を介する ADCC は橋本病におけ

る甲状腺破壊因子として重要で、あり司またバセドウ病にむける甲状腺機能充進症持続の一要素として

関連している可能性がノJミ唆きれる口
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論文の審査結果の要旨

本研究は自己免疫性甲状腺疾患における末梢リンパ球 subpopulation を検索し，種々の臨床所見と

の関連を分析したものである口即ち活動期パセドウ病にむいて B リンパ球増加を中心とした末梢リン

パ球絶対数の増加及びK リンパ球の低下が認められること，活動期橋本病に和いて B リンパ球の増加

を中心とした末梢リンパ球絶対数の増加と K リンパ球の増加が認められること司さらに血中甲状腺ホ

ルモン値との聞に B リンパ球は正相関々係が， T リンパ球及びK リンパ球は逆相関々係が認められる

ことを明らかにした。これはパセドウ病と橋本病における機能尤進及び低下という機能異常発現にリ

ンパ球の異常が関与する可能性をノメした研究で価値ある論文と考えられる。
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